
Ｑ１０ 電子証明書の更新⽅法                                  

■インターネット請求の電子証明書を更新したい。どのように対処すればいいですか。 
■電子証明書の有効期限が切れてしまいました。どのように更新すればいいですか。 
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Point︕ 
電子証明書の有効期間は発⾏⽇から 3 年間です。伝送を⾏うためには電子証明書が必要になり
ますので、有効期限が切れた場合は更新⼿続きを⾏ってください。 
 
電子証明書の更新は、有効期間の終了⽇の 3 か⽉前から⾏うことができます。3 か⽉前になると伝
送通信ソフトの連絡文書に「証明書有効期限切れ事前通知」というお知らせが届きます。 
 

    
 
証明書有効期限切れ事前通知 本文サンプル 

 

代理⼈請求の場合 代理⼈請求以外の場合 



（１） 電子請求受付システムにアクセスします。 
伝送パスワードを変更するサイトと同じ「電子請求受付システム」から更新を⾏います。「レセプト請求 Q９ 
伝送パスワードを変更する場合の対処⽅法」の（１）~（２）を参考にログインしてください。 

 
（２） 証明書発⾏申請を⾏います。 

上部メニューから「証明書」をクリックします。 
 

代理⼈請求以外でログインした場合 

 
 

代理⼈請求でログインした場合 

 
 
 

「証明書の発⾏申請をする」を選択して[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

「証明書発⾏⽤パスワード」欄に証明書発⾏⽤パスワードを⼊⼒し[次へ]ボタンをクリックします。 
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[証明書]をクリック。 

[証明書]をクリック。 

[次へ]をクリック。 

[次へ]をクリック。 

「証明書の発⾏申請をする」を 
クリック。 

「証明書発⾏⽤パスワード」を⼊⼒。 
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Point︕ 
「証明書発⾏⽤パスワード」とは、代理⼈請求以外の場合は「電子請求登録結果に関するお知ら
せ」、代理⼈請求の場合は「代理⼈申請登録結果に関するお知らせ」に記載されています。 
または、証明書発⾏⽤パスワードを再発⾏している場合は、「証明書発⾏⽤パスワード」に記載され
ています。 

電子請求登録結果に関するお知らせ 

 
 

電子請求代理⼈登録結果に関するお知らせ 

 
 

証明書発⾏⽤パスワード通知書 

 



「○年○⽉○⽇から有効な証明書」を選択して[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 
（３） 代理⼈請求の場合、証明書の利⽤区分と⽀払⽅法を選択します。 

「証明書利⽤区分」は、訪問介護等で介護と障害を１つの電子証明書で伝送している場合は「介護・障
害共通証明書」、それ以外は「介護保険証明書」を選択してください。 
「⽀払⽅法」は、発⾏⼿数料を国保連合会から⽀払われる介護給付費から相殺する場合は「相殺」、⾦
融機関で振り込みを⾏う場合は「振込」を選択してください。 
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[次へ]をクリック。 

[次へ]をクリック。 

「○年○⽉○⽇から有効な証明書」
をクリック。 

「証明書利⽤区分」を選択。 

「⽀払⽅法」を選択。 



⽀払⽅法で「相殺」を選択した場合、下記画面が表示されますので、相殺する事業所の「電子請求登録
結果に関するお知らせ」に記載されているユーザ ID とパスワードを⼊⼒してください。 
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Point︕ 
ユーザ ID と仮パスワードは「電子請求登録結果に関するお知らせ」に記載されています。相殺したい
事業所の「電子請求登録結果に関するお知らせ」を確認してください。 
 

 
 

[次へ]をクリック。 

「ユーザ ID」と「パスワード」を⼊⼒。 

「ユーザ ID」は 
KJ から始まる番号です。 

パスワードを変更したことがない場合
は、この「仮パスワード」をパスワード
欄に⼊⼒してください。 



（４） 証明書発⾏申請を送信します。 
「上記内容に同意する」にチェックを⼊れて、[送信]ボタンをクリックします。 

 
 
 

[終了]ボタンをクリックします。 
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[送信]をクリック。 

[終了]をクリック。 

「上記内容に同意する」に 
チェックを⼊れます。 



（５） 代理⼈請求で⽀払⽅法として[振込]を選択した場合、「請求書を表示する」を選択して[次へ]ボタンをクリ
ックすると請求書が表示されますので、振込先の情報を確認し⾦融機関で振込を⾏ってください。国保連
側での⼊⾦確認完了後、証明書が発⾏されます。 

 

 
（６） 証明書が発⾏されているか確認します。 

発⾏申請または発⾏⼿数料を振り込んでから数⽇後、電子請求受付システムに再度ログインし、[証明
書]ボタンをクリックします。証明書の発⾏履歴で状況が「発⾏済み」になっていることを確認してください。 
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[次へ]をクリック。 

「請求書を表示する」をクリック。 



（７） 証明書をダウンロードします。 
 
 
 
 
 
 
 

「証明書をダウンロード・インストールする」を選択し、[次へ]をクリックします。 

 

 
発⾏申請⽇、有効期間等を確認し、[ダウンロード]ボタンをクリックします。 

 
 

画面下部に以下のメッセージが表示されますので、[ファイルを開く]ボタンをクリックします。 
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Point︕ 
電子証明書は伝送を⾏っているパソコン（伝送通信ソフトがインストールされているパソコン）にインス
トールする必要があります。 
これ以降の⼿順は、伝送を⾏っているパソコンで実施してください。 

[次へ]をクリック。 

「証明書をダウンロード・インストールする」 
をクリック。 

証明書の情報を確認します。 

[ダウンロード]をクリック 

[ファイルを開く]をクリック 



（８） 証明書をインストールします。 
ダウンロードが終わると、「証明書のインポートウィザード」画面が表示されます。 
「現在のユーザ」を選択して、[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 

[次へ]ボタンをクリックします。 
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[次へ]をクリック。 

[次へ]をクリック。 

「現在のユーザ」に●が⼊っていることを確認。 



「パスワード」欄に、証明書発⾏⽤パスワードを⼊⼒してください。 
インポートオプションは「すべての拡張プロパティを含める」だけにチェックが⼊っていることをかくにんして、 
[次へ]ボタンをクリックします。 

 
 
 

「証明書の種類に基づいて、自動的に証明書ストアを選択する」を選択して、[次へ]をクリックします。 

 
 

〜 次ページへ続く 〜 

[次へ]をクリック。 

[次へ]をクリック。 

「証明書発⾏⽤パスワード」を 
⼊⼒します。 

「証明書の種類に基づいて、自動的に
証明書ストアを選択する」にチェックが⼊
っていることを確認。 

「すべての拡張プロパティを含める」だけに 
チェックが⼊っていることを確認。 



[完了]ボタンをクリックします。 

 
 

以下のメッセージが表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。 

 
 

[OK]ボタンをクリックし、証明書のインストールは完了です。 

 

[完了]をクリック。 

[はい]をクリック。 

[OK]をクリック。 


